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日本原子力学会　シンポジウム
「福島第一原子力発電所廃炉への取り組み～過去・現在・未来～」(仮題)
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日時： 2016年3月6日(日) 13:30～17:30
場所：フクラシア東京ステーション(約250人収容、東京駅徒歩1分)
主催：(一社)日本原子力学会　

シンポジウムの趣旨
　　日本原子力学会は、福島第一原子力発電所の事故後、事故原因の究明、周辺環境の回復に向けた支援等様々な活動を行ってきました。本年の3月に事故後5年を迎えることを踏まえ、これまでの当学会の取り組みを振り返ると共に、今後長期に亘る困難な作業が予想されている事故炉の廃炉に関し、社会の関心が高い事項を中心に現状と課題を学会の視点から広く一般に情報発信をいたします。併せて、今後の事故炉の廃炉について、一般の方と一緒に考える機会となることを期待します。


13:30
全体進行　・・・浅沼委員

最初の挨拶　(5分)　・・・上塚会長

第1部「福島第一原子力発電所事故後の取り組み」
講演１：事故後の日本原子力学会の取り組み　(20分)　・・・田中副会長
・5年間の学会の取り組みの総体が分かるように概要を紹介する。イメージとしては、東北大学の学会における企画セッションの発表のダイジェスト版。
・原子力学会として福島第一事故の後、取り組んできた諸活動を総括する。

講演２：学会事故調の提言への取り組み状況　(35分)　・・・山本主査
・学会事故調提言に関する学会および関連組織の取り組み状況の説明。
・提言について、どの程度取り組みが進み、あるいは進んでいないかに焦点を当てる。
・今後の取り組みへの提言をあげる。


第2部「福島第一原子力発電所廃炉の現在と未来」
講演３：事故炉の廃炉の現状と課題　(25分)　・・・宮野委員長
・国が定めた「中長期ロードマップ」を広く紹介し、現状どこが何に取り組み、示されたマイルストーンを達成する活動をしているか示す。
・福島第一の現状を広く紹介し、課題を示す。(講演4以降の頭出しとなる。)

休憩10分

講演４：廃棄物を今後どう処分していくのか　 (25分)　・・・柳原委員
・福島第一の液体、固体、気体廃棄物を今後どのように処分していくのか。その課題は。
・特に汚染水への対応を重点的に。

講演５：福島第一原子力発電所の建屋は安全なのか　(20分)　　　・・・瀧口主査
・水素爆発を含む過酷事故を経験した福島第一の建屋の健全性評価の考え方を示し、現状の健全性についての見解を示す。
・建屋健全性を長期にわたり確保していくにあたり、考慮すべきこと、対応すべきことを構造健全性評価(確保)の視点を示す。

講演６：福島第一原子力発電所の廃炉に伴うリスク (30分)　・・・山口主査
・福島第一のリスクはこの5年間でどのように低減してきたか。
・現在のリスク要因は何か。
・今後、リスクを低減させていくための取り組みとして考えられること。
・リスク評価として、学会として取り組んでいること。
・廃炉を進めるにあたり、リスク評価をマネジメントに使っていく仕組みの提案もしくはその提言を示す。

休憩15分
・(質問票回収)

第3部「質疑応答」：(50分)　座長：関村副委員長
・回答者：上塚会長、宮野委員長、岡本副委員長、各分科会主査
・質問票で集めた会場からの質問も取り上げる。

終わりの挨拶　(5分)　・・・上坂副会長

17:30
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